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 大型ヘリカル装置(LHD)においては、体積平
均ベータ値が約5%の高ベータプラズマが安定
に得られている。一方、このような高ベータ

LHDプラズマでは、プラズマ周辺部に磁気丘が
存在し、MHD不安定性が常に線形不安定である
ことが理論的に分かっている。そのため、MHD
不安定性が高ベータLHDプラズマの閉じ込め
に対してどのような影響を与えるかを明らか

にすることが重要な課題となっている。著者ら

は一流体モデルをもとにした非線形MHDシミ
ュレーションコードであるMIPSコード[1]を用
いて、高ベータLHDプラズマに対するMHD不安
定性のシミュレーションを実行し、ベータ値及

び磁気レイノルズ数の増大とともに、線形成長

率と飽和レベルが減少する傾向があることを

これまでに示してきた[2]。本研究では一流体モ
デルから、ドリフトモデルへと計算モデルを拡

張することにより、高ベータLHD プラズマに
対する有限ラーマー半径効果を明らかにする

ことが目的である。 
	
 本研究で用いるMIPSコードは、円柱座標系の
もとで、空間微分は4次精度の有限差分法によ
り離散化される。時間積分は4次精度のルンゲ
クッタ法が用いられている。MHD平衡は磁気面
を仮定せずにMHD平衡を計算するHINT2コー
ド[3,4]により求め、磁力線がカオス的な領域も
含めてシミュレーションを行っている。圧力分

布はパラボラ型の分布形状を仮定し、中心ベー

タ値は7.4%, 9.4%、11%の3つのケースに対して
解析を行った。密度分布は圧力分布と同様の形

状を持つと仮定し、中心密度に対する周辺密度

の比は0.1を仮定した。磁気レイノルズ数を
S=105としたときのトロイダルモード数と線形

成長率の関係を図1に示す。低ベータでの解析
[1]と同様に、有限ラーマー半径効果により線形

成長率は減少する。講演においては、磁気レイ

ノルズ数依存性等の詳細な解析結果について

報告する。 
 

図1.モード数と線形成長率の関係。実線はMHD
モデル、破線はドリフトモデルより得られた計

算結果である。 
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